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蒙
古
民
族
の
一
砿
曾
経
済
史
的
一
考
察

『
|
|
特
に
元
の
成
立
期
前
後
に
於
け
る
酒
に
つ
い
て
『
|
1

伊

藤

幸

『
蒙
古
人
は
酒
好
き
だ
』
と
言
わ
れ
る
。
凡
そ
如
何
な
る
民
族
て
も
或
る
種
。
酒
類
は
も
っ
て
居
り
、
叉
酒
類
が
人
民
親
し
ま
れ
、
人

類
生
活
に
関
係
深
い
事
は
、
い
ず
れ
の
民
族
に
も
共
通
し
て
い
あ
り
に
、
特
に
蒙
古
人
に
封
し
て
そ
の
言
わ
れ
る
の
は
、
何
故
だ
ろ
う
か
G

モ
れ
は
、
か
れ
ら
が
過
去
特
に
古
代
に
於
い
て
、
獣
乳
酒
を
非
常
に
愛
用
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
υ

ル
プ
ル
ク
は
、
古
代
蒙
古
人
は
如

何
な
る
場
合
て
も
真
水
を
飲
ま
な
か
っ
た
と
一
一
百
っ
て
い
ゐ
。
そ
う
す
れ
ば
、
己
れ
に
代
る
何
ら
か
の
飲
み
も
の
が
要
求
さ
れ
た
に
蓮
加

な
い
。
牧
古
田
民
た
る
彼
等
に
於
い

τ、
そ
れ
が
獣
乳
に
も
依
存
す
る
の
に
不
思
議
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
こ
の
獣
乳
は
、
た
だ
放
置
乃
至

は
撹
持
さ
れ
る
だ
け
で
醗
酵
し
て
株
筑
泊
に
た
る
。
そ
と
に
は
高
度
の
技
術
は
い

b
t仙
い
。
従
づ
て
、
牧
蓄
経
済
に
入
っ
た
蒙
古
人
は
、

容
易
に
獣
乳
洞
を
得
る
事
が
で
き
た
。
ま
た
、
職
乳
酒
心
中
て
も
特
に
馬
乳
泊
を
遣
る
事
は
、
宗
教
的
た
信
仲
か

b
一
つ
の
豆
要
な
生
業

と
さ
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
少
く
と
も
古
代
蒙
古
社
合
に
於
い
て
は
、
獣
乳
酒
は
必
需
飲
料
と
は
一
=
口
え
ふ
な
い
迄
も
、
必
需
的
た
飲
料
と

蒙
官
民
肢
の
耐
官
印
世
間
車
的
一
考
務

弟
七
十
五
巻

第

競



褒
古
民
族

ω
枇
含
鯉
砕
且
的
一
考
察

第
七
十
五
巻

第

掠

な
っ
て
い
た
も
白
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
ん
な
も
の
が
泊
と
言
え
る
白
だ
ろ
う
か
と
一
一
一
日
う
疑
問
が
起
る
。
梅
神
氏
は
、
ポ
ロ
チ
コ
フ
が
「
キ
ル
ギ
ス
人
心
遊
牧
生
活
』

に
於
い
て
、
「
キ
ル
ギ
ス
人
は
非
常
に
グ
ミ
式
を
好
み
Y

清
涼
飲
料
と
思
っ
て
H
る
。
キ
ル
ギ
ス
人
は
、
グ
ミ
ズ
全
一
-
へ

F
ロ
(
六
升

位
)
を
も
飲
む
事
が
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
の
を
引
用
し
て
、
共
D
様
に
多
量
に
飲
め
る
酒
が
あ
ヲ
た
も
の
で
は
な
い
。
モ
れ
は
要
す

る
に
蒸
溜
操
作
に
よ
っ
て
、
始
め
て
酒
に
な
る
所
白
所
謂
酒
の
も
と
に
過
ぎ
な
い
と
し
、
結
局
結
論
と
し
て
、
馬
乳
酒
は
酒
て
は
な
い

と
言
っ

τ周
b
れ
る
。

方
も
、
氏
の
設
は
現
代
の
豪
古
世
舎
の
研
究
に
於
hv
て
て
あ
る
が
、
モ
れ
に
し

τも
酒
と
言
う
も
の
は
、
果
し
て
入
り
飲
み
得
る
分

量
て
決
定
さ
れ
る
も
の
だ
ろ
う
炉
。
又
、
蒸
溜
時
円
み
か
一
台
か
が
、
酒
か
，
A
百
か
を
決
定
す
る
要
素
な
の
だ
ろ
う
か
。
油
に
強
hv
人
も
あ
れ

ば
弱
い
人
も
あ
る
U

叉
、
一
概
に
酒
正
当
回
っ
て
も
酒
類
に
は
色
々
あ
向
。
わ
ざ
と
蒸
溜
過
程
を
経
ず
し
て
飲
む
今
日
の
F
7
P
ク
は
、

酒
と
は
一
一
口
え
左
い
の
だ
ろ
う
か
。
今
日
の
皐
者
に
依
っ
て
も
、
酒
と
言
う
も
白
は
「
酒
精
」
の
出
掠
る
過
程
に
依
っ
て
、
A

月
醗
酵
酒
類

の
名
も
其
の
中
に
か
か
げ
て
い
る
。
つ
ま
り

と
複
醗
酵
酒
類
と
に
分
類
し
て
語
り
、
乳
酒
等
は
己
の
前
者
に
該
官
さ
官
、

問
。
¢
百
戸
田

そ
れ
は
、
馬
乳
酒
等
の
獣
乳
酒
が
酒
の
一
一
極
だ
と
み
な
さ
れ
て
い
る
か

b
て
は
な
か
ろ
う
か
ο

げ
ん
に
、
前
漢
害
者
ご
十
二
、
理
繁
志
第
二
、
赤
蚊
十
九
に
、

酒
、
撞
桐
乃
成
也
、
師
百
目
、
桐
音
動
、
烏
酪
味
如
酒
、
而
飲
之
亦
可
醇
、
故
呼
馬
酒
也
」
と
あ
る
。
鄭
所
南
の
心
史
下
巻
、
大
義
略

「
撹
馬
乳
震
酒
、
味
限
酸
、
飲
亦
陣
」
と
あ
る
。

F

ソ
ン
も
、
馬
乳
よ
り
隠
せ
る
酒
を
痛
飲
し
て
、
之
を
楽
し
む
と
一
言
つ

「
給
大
官
制
馬
酒
」
と
あ
り
、
其
の
註
に
‘

「
李
奇
日
、
以
馬
乳
鴛

叙
に
も
、

て
居
る
。
い
ず
れ
も
遁
去
に
於
い
て
は
、
こ
の
様
に
馬
乳
酒
を
馬
乳
の
範
鴫
に
治
か
な
い
で
、
酒
白
範
時
に
入
れ
て
「
酒
だ
』
と
言
つ

て
い
る
。
だ
か
ら
、
馬
乱
酒
は
酒
の
一
積
だ
と
見
る
方
が
受
賞
で
は
な
か
ろ
う
か
υ



所
が
こ
の
酒
の
一
種
た
る
馬
乱
酒
は
、
吉
き
に
も
議
e

へ
た
如
く
、
こ
れ
を
造
る
事
が
生
業
と
一
言
わ
れ
る
程
ど
ん
ど
ん
法
b
れ
、
必
需

飲
料
と
迄
言
わ
れ
る
程
も
飲
ま
れ
た
。
特
に
、
宴
舎
に
於
け
る
彼
等
の
飲
み
振
り
は
す
ご
く
、
カ
ル
ピ
=
は
、
酒
を
築
し
み
酒
に
酔
有
一

専
を
名
春
D
如
く
心
得
る
蒙
古
人
の
居
る
事
を
停
え
て
い
る
が
い
そ
れ
は
今
日
に
於
い
て
も
、
多
く
飲
む
者
は
男
と
し
て
の
箔
が
あ
る

と
言
わ
れ
、
そ
の
名
曲
明
り
を
留
め
て
H
る
。
勿
論
、
そ
う
言
う
所
て
は
欄
醇
が
悪
徳
止
は
た
ら
た
い
。
大
い
に
骨
の
蒙
古
人
は
酒
を
難

し
み
あ
い
、
こ
う
し
た
風
が
古
今
棚
田
り
な
い
の
に
遣
い
な
い
。
y

し
う
言
う
掛
か
ら
「
蒙
古
人
は
酒
好
さ
だ
』
と
言
う
定
許
が
現
在
官
存

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

己
心
様
に
酒
好
き
と
宕
一
同
わ
れ
る
蒙
古
人
白
、
殊
に
古
代
蒙
士
口
社
舎
杭
於
け
る
彼
等
の
生
活
欣
態
を
思
う
に
、
モ
れ
は
全
く
荒
涼
た
る

極
め
て
単
純
素
朴
去
も
の
で
、
彼
等
の
生
産
力
性
非
常
に
低
い
し
、
其
の
生
産
物
と
言
っ
て
も
、
単
純
た
遊
牧
経
済
白
必
要
な
も
の
だ

け
に
過
ぎ
去
い
索
漠
簡
素
な
も
む
で
あ
っ
た
。
然
る
に
、
既
述
に
依
っ
て
も
わ
か
る
様
陀
、
モ
ん
左
中
に
あ
っ
て
も
酒
は
彼
等
の
生
活

に
不
敵
の
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
彼
等
の
経
済
生
活
に
於
い
て
酒
は
非
常
に
重
要
左
郁
門
を
占
め
て
い
た
も
の
と
考
え

b
れ
る
。

所
が
、
蒙
古
民
族
が
勃
興
し
、
遂
に
大
一
元
帝
園
を
築
き
あ
げ
る
白
は
、
こ
う
言
う
朕
態
か
ら
種
展
し
、
成
就
す
る
の
で
あ
る
。
て
は
、

こ
の
過
程
つ
ま
り
一
冗
白
成
立
期
に
於
い
て
、
彼
等
と
酒
白
関
係
が
ど
白
様
に
進
展
し
、
そ
れ
が
蒙
古
民
族
の
登
展
に
ど
の
様
た
関
係
を

も
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

(4) (日)(2) (1) 

満
瞳
経
済
調
査
官
「
プ
リ
ヤ

I
ト
民
族
の
研
究
」
八
九
頁
・
ギ
ル
モ
ア
「
豪
古
人
の
玄
ー
と
な
り
て
」
邦
曹
三
三
八

i
=一
回
大
頁

山
崎
百
拍
「
東
亜
醗
酵
化
拳
論
巧
」
主
頁

9
ュ
プ
ル
ッ
ク
東
遊
記
、
邦
理
大

O
頁

ラ
シ
ッ
ド
・
ア
・
ヂ
ン
も
「
元
朝
酪
且
」
も
、
十
一
二
世
犯
で
仕
蒙
古
人
を
持
強
・
牧
警
南
部
長
に
分
け
で
い
る
が
、
森
林
の
民
で
も
乳
を
食
料

と
し
た
(
ウ
ラ
デ
ミ
ル
ツ
オ
フ
「
蒙
古
枇
曾
制
度
且
」
邦
欝
七
二
一
頁
)

蒙
古
民
按
の
酔
官
経
済
史
的
一
考
察

第
七
十
五
巻

第

競



蒙
官
民
族
の
社
合
経
欝
虫
的
一
考
察

第
七
十
五
巻

第

班

回

同

(6) (5) 

山
崎
百
泊
・
前
掲
書
・
三
ニ
頁

向
車
古
地
帯
に
於
い
て
は
数
千
年
の
昔
か
ち
、
毎
戸
必
ず
時
初
酒
を
謹
っ
て
悪
震
を
退
散
さ
せ
る
の
だ
ー
と
確
信
し
て
い
る
(
武
井
正
衛
「
結
核
療
法

止
し
て
の
『
夕
、
と
ス
』
に
闘
す
る
嗣
査
」
)

蒙
古
の
郡
真
・
小
林
高
四
都
曹
註
三
九
頁

遊
牧
民
族
の
世
骨
と
文
化
(
一
九
五
二
年
・
自
耕
民
事
官
刊
)

世
界
の
酒
摘
白
醸
造
方
法
に
悼
る
分
類

(9) (8) (7) 

一
九
九
頁

世
井
町
栢
摘

「
阜
醗
曙
沼
類
葡
萄
・
果
賃
・
植
物
・
蜂
蜜
・
駅
乳
隼
利
用
泊
期

限

韮

消

知

(

「

原

料

糖

拍

忙

翻

菌

類

利

用

酒

類

一

一

原

料

糖

也

陀

唾

液

利

用

酒

知

「
複
醗
酵
泊
類
一
原
料
精
化
に
祖
熱
利
用
酒
類

一
原
料
糖
砲
に
同
県
芽
穂
子
利
用
酒
鮪

f

原
料
糖
伯
作
糸
扶
菌
類
利
用
酒
潤

(
山
崎
百
治
・
前
掲
書
・
ニ

O
lニ
一
頁
)

蒸
相
酒
類

混
成
酒
類

附陶 O司陶帥 (10)

山
崎
百
拍
・
前
掲
菩
・
=
一
二
瓦

r
l
y
ン
「
蒙
古
究
」
邦
器
、
砦
披
肢
下
第
二
編
一
三
頁

砦
村
忍
「
蒙
古
史
雑
考
L

四
頁

9
ュ
プ
ル
ッ
ク
東
遊
記
・
邦
課
五
七
頁

ド
i
ソ
ン
「
蒙
古
見
」
邦
課
、
岩
拙
版
上
第
一
編
六
ニ
頁

ウ
ラ
ヂ
ミ
パ
ツ
オ
フ
・
前
調
書
・
九
五
頁



蒙
古
人
は
獣
乳
酒
を
よ
く
飲
み
、
モ
れ
故
に
酒
好
き
と
言
わ
れ
る
。
然
し
、
元
の
成
立
期
に
於
い
て
彼
等
の
用
い
た
酒
は
、
こ
の
脚
部

筑
酒
だ
け
ぞ
は
た
い
。
其
の
酒
の
種
類
は
少
く
な
い
。
て
は
、
ど
の
様
な
酒
が
あ
っ
た
か
。

そ
の
筆
頭
に
か
か
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
は
、
獣
乳
、
凋
だ
け
て
は
な
い
と
は
す
口
え
、
や
は
り
獣
乳
酒
て
あ
る
。
獣
乳
酒
に
は
、

馬
朗
仙
洞
の
外
、
黒
縫
事
隔
に
「
飲
馬
筑
間
内
牛
羊
耐
叫
」
と
あ
旬
、
ル
プ
ル

F
は
酸
っ
ぱ
い
牛
乳
阜
、
隈
っ
ぽ
い
羊
白
乳
の
事
を
停
え
て
い
ム
。

従
っ
て
、
牛
乳
酒
や
羊
乱
酒
も
あ
っ
た
も
の
と
県
わ
れ
る
。
然
し
何
と
号
一
回
っ
て
屯
馬
乳
酒
が
第
一
て
あ
る
。
占
ん
も
、
思
乳
洞
と
言
っ
て

も
一
様
て
は
な
い
。
犬
関
そ
れ
は
、
需
要
引
に
攻
一
の
三
つ
に
大
別
て
#
ょ
う
。
其
の
一
つ
は
、
王
公
貴
族
の
上
暦
隔
級
や
祭
把
用
な
ど

に
供
什
ら
れ
る
も
の
ぞ
あ
り
、
叉
仙
の
一
つ
は
、
一
般
の
蒙
古
人
の
毎
日
用
い
る
も
の
で
あ
る
。
モ
れ
等
は
生
芦
方
法
が
多
少
具
た
っ

て
い
た
。
縫
っ
て
、
遁

b
れ
た
馬
乳
酒
も
多
少
異
り
、
前
者
は
無
色
清
澄
の
短
く
、
な
っ
た
一
名
カ
一
フ
・
ク
ミ
ズ
と
も
吾
一
円
わ
れ
引
の
に
掛

し
、
後
者
即
ち
一
般
の
蒙
古
人
の
用
い
た
馬
乳
酒
は
備
白
濁
で
あ
っ
た
。

己
の
様
陀
獣
乳
酒
と
言
っ
て
も
幾
っ
か
が
皐
げ
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
彼
等
の
家
畜
か
ら
一
彼
等
自
身
に
依
っ
て
建
ら
れ
た
酒
、
郎
ち
、

蒙
古
の
一
い
わ
ゆ
る
「
地
酒
」
で
あ
る
。
所
が
こ
れ
ら
の
獣
筑
酒
は
、
た
だ
に
元
の
成
立
期
だ
け
に
あ
っ
た
も
の
ぞ
は
た
く
、
既
に
旬
奴

町
一
時
代
に
於
い
て
も
、
ま
た
突
販
の
時
代
陀
於
W
て
も
、
更
に
は
元
帝
閣
時
代
に
於
い
て
い
、
殆
ん

r普
遍
的
に
存
存
し
て
い
h
h
o

し

か
も
叉
そ
れ
は
、
蒙
古
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
し
て
、
庚
く
ユ
ー
ラ
シ
ア
遊
牧
肱
合
全
般
に
共
通
す
る
現
気
で
も
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
元
の

成
立
期
に
於
い

τ蒙
古
人
白
用
い
た
酒
の
特
色
は
、
と
の
蒙
古
白
地
酒
に
は
求
め
難
い
。
む
し
月
営
時
の
酒
の
特
色
は
、
建
展
す
る
蒙

古
民
族
が
他
の
経
済
社
舎
か

b
得
る
酒
に
あ
る
と
言
う
叩
へ
き
で
あ
ろ
う
。
ほ
か
か
ら
得
る
酒
と
言
っ
て
も
、
後
に
述
へ
る
様
に
拡
奪
等

蒙
官
民
族
の
世
骨
組
済
史
的
一
考
察

第
七
十
五
巻

五

iI' 

蹟

五



家
古
民
放
百
世
官
経
済
且
的
一
考
察

第
七
十
五
巷

~ /、

第

量量

に
も
依
る
も
の
も
あ
る
か
ら
、
職
入
酒
と
言
う
工
り
も
、
般
に
こ
れ
を
外
来
酒
し
に
呼
ぼ
う
。

外
来
泊
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
っ
た
か
。

て
は
、

ル
プ
ル
ク
の
東
遊
記
に
は
、

蒙
官
可
汗
が
彼
等
(
ル
プ
パ
ク
護
)
に
飲
む
酒
の
種
類

を
問
う

τ、
『
葡
萄
酒
か
テ
ラ
シ
ナ
(
未
か

ι遣
っ
た
酒
)
か
カ
ラ
コ
ス
壬
ス
(
前
自
の
カ
一
フ
・
ク
ミ
ズ
)
か
、
そ
れ
と
も
パ
ル
(
蜜
酒
)
か
」

。

と
言
っ
た
と
停
え

τ日間
h

川
、
又
、
別
の
所
ぞ
は
、
車
市
酒
の
事
も
記
し
て
い
あ
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
営
時
賞
在
し
て
い
た
酒
を
示
し

即
ち
、
葡
萄
酒
・
テ
ラ
シ
ヂ
・
笠
沼
・
粟
酒
(
菅
沼
)
等
の
外
旅
酒
が
あ
っ
た
事
が
わ
か
る
。

の
中
、
て
も
衛
萄
酒
に
つ
h
て
は
、
例
え
ば
黒
際
事
略
に
も
、
「
葡
萄
酒
席
以
破
璃
瓶
一
耳
々
」
と
あ
り
、
『
湛
仲
間
居
士
集
』
者
六
、
西
域

河
中
占
卜
詠
の
其
の
一
に
も
耶
律
楚
材
の
葡
荷
酒
に
つ

H
て
う
た
っ
た
詩
を
見
出
す
こ
し
し
が
J

し
き
る
。
恐
ら
〈
美
味
し
か
っ
た
か
ら
特
に

印
象
に
抽
出
っ
た
鴛
だ
ろ
う
。

た
も
の
で
た
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。

己
れ
等

女
に
、
以
上
に
か
か
げ
た
地
酒
・
外
来
酒
に
針
す
る
需
要
は
、
ど
う
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
持
干
芳
察
し
て
見
ょ
う
。
保
り
に
そ
れ

を
「
一
冗
史
』
に
う
か
が
う
を
ら
日
、
太
宗
相
、
十
三
年
十
一
月
庚
買
の
僚
に
、

「
還
至
靴
儲
鐸
胡
蘭
山
、
奥
都
刺
A
口
一
瞥
準
酒
、
有
相
聞
飲
、

極

夜

乃

罷

、

辛

邸

遅

明

、

持

崩

干

行

殿

」

正

あ

わ

¥

叉

、

者

百

四

十

六

、

耶

律

楚

材

侍

に

も

、

日

興

大

臣

酎

飲
、
楚
材
屡
諌
、
不
思
、
乃
持
酒
槽
餓
口
、
準
日
纏
農
能
腐
物
、
銭
信
如
此
、
況
五
臓
乎
一
式
々
」
と
あ
る
。
つ
主
り
、
太
宗
が
非
常
在

酒
好
き
で
あ
り
、
非
常
に
酒
を
飲
ん
だ
事
を
停
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
太
宗
だ
け
に
見
ら
れ
た
現
象
て
は
な
い
。
例
え
ば
ド
l

ソ
ン
は
、
成
吉
息
汗
が
過
度
の
飲
酒
を
戒
め
た
が
、
一
向
に
其
の
さ
き
め
が
ふ
な
か
っ
た
事
少
記
し
て
い
か
o

叉
ル
ブ
ル
グ
も
、
彼
等
一

聞
が
酒
を
飲
む
時
に
は
、
度
を
は
ず
し
て
飲
む
者
の
多
い
事
を
偉
え
て
居
り
、
ま
た
、
車
軍
司
甘
か
ら
葡
萄
酒
を
頂
い
た
と
閉
会
♂
一
つ
け
た
濯

「
帝
(
大
宗
)
素
晴
酒
、

中
が
、
野
良
犬
同
よ
う
に
寄
り
集
っ
て
、
飲
ま
吐
ろ
飲
ま
叶
ろ
と
誼
り
、
共
の
中
に
は
、
ど
と
か
ら
来
た
と
も
わ
か
ら
ぬ
蒙
古
人
も
居

た
と
記

L
f
い
る
。
と
れ
等
は
い
ず
れ
も
、

一
般
の
蒙
古
人
も
非
常
に
酒
を
欲
し
が
っ
た
事
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。



ど
う
言
う
酒
が
、
ど
れ
程
、
ど
う
言
う
階
居
の
蒙
古
人
に
飲
ま
れ
た
か
に
つ
W
て
の
統
計
は
な
い
が
、
こ
の
主
う
に
欲
し
が
り
、
モ

し
℃
飲
ま
れ
た
酒
心
中
に
、
外
来
酒
の
含
ま
礼
て
い
た
事
は
間
遠

w
た
い
。
し
か
も
こ
の
外
旅
泊
は
、
後
て
述
べ
る
様
に
、
曽
時
、
女

第
に
培
加
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
外
来
酒
の
美
味
し
い
の
に
ひ
か
れ
て
、
従
来
の
一
地
酒
の
需
要
は
、
攻
第
に
友
く
在
っ
て
行
っ
た
の
ゼ

は
な
い
か
と
守
一
口
ょ
っ
戸
疑
問
が
起
る
か
も
知
れ
た
い
。

だ
が
、
-
概
陀
、
外
旅
酒
の
増
加
に
依
っ
て
地
酒
の
需
要
が
駆
逐
さ
れ
た
と
は
言
え
在
い
。
た
ぜ
た
ら
ぽ
、
成
官
思
汗
は
建
園
に
営

っ
て
、
何
b
終
燕
の
遊
牧
社
合
川
停
統
酌
た
慣
習
を
襲
更
戸
一
せ
る
事
の
な
い
様
に
つ
し
仁
め
、
こ
の
原
理
に
斉
い
て
立
法
も
定
め
た
程
ぞ
、

彼
等
の
一
一
醤
習
維
持
の
傾
向
は
弧
七
、
例
え
ば
、
世
間
の
代
民
至
っ
て
も
平
は
り
馬
乳
酒
は
儀
雄
用
の
必
需
物
て
あ
り
、
一
般
の
蒙
古
人

は
後
て
述
べ
る
様
に
、
飲
用
hγ

信
仰
K
よ
る
儀
槙
用
の
酒
は
、
専
b
E
の
馬
乳
酒
に
限
ら
れ

τい
た
0
1
従
っ
て
、
彼
等
の
綿
需
要
酒
量

の

パ

セ

γ
テ
!
?
に
於
い
て
、
外
来
酒
の
増
加
に
と
も
な
っ
て
、
馬
乳
酒
等
の
地
酒
の
需
要
量
の
相
針
的
減
少
を
見
る
乙
と
に
な
っ

た
か
も
知
れ
た
い
が
、
必
ず
し
も
そ
れ
で
以
て
、
地
酒
需
要
量
の
一
絶
射
的
減
少
を
断
ず
る
白
は
早
計
て
、
委
蛍
て
は
な
い
だ
ろ
う
。

外
来
酒
の
増
加
に
よ
っ
て
も
、
地
酒
の
需
要
が
殆
ん
ど
減
少
し
た
い
と
守
一
宮
ノ
事
は
、
つ
古
り
、
元
自
成
立
期
に
於
い
て
蒙
古
人
の
酒

に
封
ず
る
需
要
が
、
岬
判
官
邪
よ
り
増
大
し
た
事
を
意
味
す
る
。
大
隈
モ
れ
は
、
外
旅
泊
の
分
だ
け
増
大
し
た
と
言
う
事
が
で
き
ょ
う
。

(1) 

前
漢
書
巻
十
九
、
百
官
公
卿
表
七
上
、
女
僕
(
泰
官
)
の
如
浩
註
に
、

し
た
も
の
で
は
な
〈
、
そ
れ
は
酒
を
指
L
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

D

ム
プ
ル
ッ
ク
京
選
罰
・
邦
諜
六
三
・
七
八
頁

又
一
名
カ
ヲ
コ
ヌ
モ
ス
1
ζ

も
呼
ば
れ
る
一
(
リ
ュ
プ
ル
ァ
ク
東
遊
罰
・
邦
諜
五
九
貰
)

江
上
波
夫
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
古
代
北
方
丈
拍
」
、
両
国
時
風
「
句
奴
且
研
究
」
二
四
五
頁

吋
甲
山
井
日
¥
】
，

r〉
阻
害

O
回
目
一
花
岡
。
自
白
(
叶
宵

Q2σ
ュ
。
ぬ
め
区
EHOE-
出
阿
見

0
4
〈
己

H
)

、
時
書
・
遁
典

「
名
馬
酪
焦
馬
酒
」
と
あ
る
。
だ
か
ら
、
首
時
の
酪
仕
早
な
る
獣
乳
を
指

恒)(4) (3) (2) 

家
古
民
族
の
世
骨
経
済
史
的
一
考
察

第
七
十
五
省

七

第

掠

七



豪
古
民
族
の
酔
曾
経
済
虫
的
一
考
察

第
七
十
五
笹

ノ¥

第

量君

ノ一、

(1時(9)但)作)(6) 

f
H
F
冨戸時
E
M
J
E
〈
υ

}

H

ド
ー
ソ
ン
「
家
古
見
」
邦
諜
・
持
控
版
上
六

O
頁
、
長
春
民
入
西
遊
記
=
章
、
江
上
波
夫
・
前
掲
書
・
九
五
頁

uム
プ
ル
ッ
ク
東
遊
記
a

邦
課
一

R
O頁

リ
ュ
プ
ル
ヅ
ク
東
遊
記
・
邦
課
二
ハ
一
頁

「
寂
箕
河
中
府
、
連
事
及
夏
、
蒲
萄
親
醸
酒
、
把
慌
看
開
花
、
飽
政
措
昔
向
、
五
馬
首
瓜
仕
捕
手
人
生
唯
口
復
、
何
離
過
流
抄
」

K22

(
岩
村
忍
・
前
抱
害
・
且
六
頁
)

ド
ー
ソ
ン
「
繋
古
史
」
邦
語
・
岩
誼
版
上
二
九
七
三
九
八
頁

リ
ュ
プ
ル
ッ
ク
東
遊
記
・
邦
課
五
十
頁

U
J

ユ
プ
ル
ヴ
ク
東
遊
記
・
邦
謹
一
八
四
頁

br

・
グ
ル
ナ

l
ル
「
俸
記
・
チ
ン
ギ
ス
汗
」
邦
語
九
八
頁

ド
l

y
ン
「
蒙
古
虫
L

邦
裡
・
岩
披
肢
上
六
一
一
六
阿
頁

元
且
、
春
七
十
七
、
祭
和
六
、
図
静
菩
薩
・
新
一
耳
具
、
各
八
十
一
、
直
志
、
都
租
上
・
東
洋
且
研
究
、
第
四
巻
第
阿
、
五
蹴
一
五
五
頁

馬
坑
栖
を
信
仰
に
よ
る
般
に
用
い
る
車
位
、
現
今
で
も
措
ん
ど
鐙
り
て
い
な
い
(
蒙
古
事
情
「
満
洲
事
情
深
内
所
報
吉
(
叫
)
」
九
士
頁
)

世7)白骨 O日(14)世司但:)(11) そ
れ
て
は
官
時
の
種
々
白
酒
は
、
ど
う
し
て
板
等
に
供
給
さ
れ
た
か
。
そ
れ
は
も
地
酒
と
外
来
酒
と
て
大
い
に
事
情
を
具
に
す
る
。

地
酒
の
場
合
は
自
給
で
あ
る
が
、
後
て
遁
ベ
る
如
き
生
産
関
係
に
お
か
れ
て
い
た
魚
、
先
づ
其
の
貴
族
乃
至
は
領
候
え
の
供
給
か

b

述
ベ
ょ
う
。
こ
の
供
給
方
法
は
、
一
一
吉
に
し
て
述
ベ
る
た

b
ば
、
そ
れ
は
一
般
の
蒙
古
人
か
ら
の
現
物
税
徴
牧
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

一
定
期
間
領
主
の
瞥
合
え
家
畜
を
差
し
出
さ
せ
、
そ
己
て
獣
乳
酒
主
活
ら
せ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
全
部
領
主
の
も
の
に
な
っ

即
ち
、

た
。
マ
ル
コ
・
ポ
l
ロ
に
依
れ
ば
、
己
う
し
て
汗
は
一
高
頭
の
馬
乳
を
得
て
も
、
そ
れ
は
彼
の
家
族
に
上
っ
て
消
費
さ
れ
る
と
言
っ
て



h
r
h
o

大
情
、

一
般
の
蒙
古
人
の
地
酒
量
の
三
分
の
一
ぐ
ら
い
納
め
て
い
た

b
し
加
。
女
に
一
般
の
蒙
古
人
向
身
白
地
酒
に
つ
い

τて

あ
る
が
、
そ
れ
は
、
各
パ
オ

(
1家
)
に
於

hvτ
そ
れ
ぞ
れ
自
給
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ル
プ
ル
グ
は
、
馬
の
搾
乳
は
男
心
仕
事
で

あ
り
、
牛
の
場
合
は
女
だ
と
一
百
っ
て
居
り
、
又
、
捷
非
作
業
は
夜
間
に
行
わ
れ
た
ら
し
加
。
恐

b
く
、
こ
の
馬
の
搾
乳
と
牛
U
搾
乳
に

男
女
の
加
が
あ
っ
た
事
は
、
前
者
、
即
ち
馬
乳
よ
り
造
b
れ
る
酒
が
宗
教
的
な
或
る
信
仰
に
基
い
た
矯
だ
ろ
う
。

彼
等
は
夏
に
於
い
て
は
他
の
飲
与
も
の
を
欲
し
が
ら
な
同
と
言
う
け
れ
ど
も
、
こ
う
し
て
生
産
さ
れ
た
獣
筑
酒
に
依
っ
て
、
恐
ら
く

其
の
供
給
量
は
、
彼
等
の
需
要
を
ほ
ぼ
充
た
す
こ
と
が
て
告
た
も
の
と
胤
わ
れ
る
。
府
間
し
多
期
て
は
、
牧
草
等
の
関
係
か
ら
獣
乳
は
夏

程
得
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、
マ
ル
コ
・
ポ

1
u
も
言
っ
て
い
る
如
く
、
保
存
さ
れ
た
乾
燥
乳
に
水
官
加
え
て
援
幹
し
、
酸
味
主
帯
ば
せ

て
飲
如
、
其
の
一
小
足
分
を
椅
っ
た
も
白
と
思
わ
れ
る
。

次
に
外
旅
酒
の
場
合
で
あ
る
が
、
己
れ
は
輸
入
沼
と
言
う
事
を
さ
け
た
鮪
か
ら
も
推
測
出
来
る
如
く
、
大
山
田
掠
奪
・
貢
献
若
し
く
は

交
易
・
租
税
等
白
型
に
依
っ
て
特
た
と
言
え
よ
う
。
共
の
主
た
も
の
は
テ
ラ
Y
ナ
と
荷
荷
酒
で
あ
る
が
、
こ
の
供
給
に
つ
い
て
大
略
一
一

つ
の
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。

其
の
一
つ
は
、
テ
ラ
V
ナ
の
場
合
に
於
け
る
が
如
く
、
主
と
し
て
征
服
後
に
於
い
て
、
彼
等
の
権
力
に
依
っ
て
、
獲
得
し
た
も
の
て

あ
る
。
営
時
、
テ
ラ
シ
ナ
の
供
給
源
の
第
一
に
考
え
ら
れ
る
も
の
は
金
て
あ
る
が
、
金
は
、

『
金
史
者
四
十
九
、
食
貸
四
』
に
、

一寸

Z己

私
酒
鶴
殺
云
々
」
と
あ
る
所
か
ら
も
、
酒
が
誼
b
れ
て
い
た
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。
所
が
こ
の
金
は
、

『
金
史
傘
五
十
、
食
貨
五
』
に
、

「
権
場
開
問
敵
園
互
市
之
所
也
、
皆
設
場
官
、
巌
属
禁
、
関
屋
字
以
遁
二
園
之
質
、
歳
之
所
獲
、
亦
大
有
功
於
経
用
鴬
」
と
あ

p
、
西
夏

中
西
遼
と
通
商
し
て
一
時
非
常
に
柴
え
て
?
向
。
と
の
時
、
蒙
古
都
と
の
交
渉
も
あ
っ
た
事
は
確
か
だ
の
資
料
は
こ
の
交
法
て
酒
が

蒙
古
都
え
溢
ら
れ
た
事
主
停
え
て
い
な
い
。
だ
が
、
再
=
一
の
掠
奪
に
依
っ
て
、
恐
b
〈
金
の
酒
も
蒙
古
都
へ
も
た
ら
さ
れ
た
だ
ろ
う
。

蒙
古
民
族
の
世
官
経
済
且
的
一
考
察

第
七
十
王
春

大4

第

器

ブb



家
古
民
族
目
前
舎
経
静
且
的
一
考
察

部
七
十
五
巻

O 

第

揖

O 

モ
れ
が
資
料
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
心
は
、
金
を
滅
ぼ
し

τモ
白
池
宮
支
配
し
℃
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、

『
新
一
冗
史
容
七
十
二
、
食
貨

五
、
酒
階
刊
訟
に
、
「
(
大
宗
)
八
年
大
都
酒
訳
、
扱
皐
司
設
糟
房
一
百
所
、
九
年
併
常
一
二
十
所
、
毎
所
一
日
所
盟
、
木
待
遇
二
十
五
石
、

十
島
増
三
所
、
至
大
三
年
叉
培
、
矯
五
十
四
所
」
と
あ
り
、
叉
、
「
官
設
酒
庫
」
と
あ
る
様
に
、
彼
等
の
専
賀
政
策
に
依
っ
て
、
中
央

即
ち
彼
等
の
玄
配
者
の
も
と
に
、
次
第
に
多
量
の
テ
ラ
シ
ナ
が
寄
せ
集
め
ら
れ
た
。
勿
論
、
モ
の
以
前
に
、
交
易
も
あ
っ
た
か
も
知
れ

な
い
が
、
や
は
り
、
主
と
し
て
彼
等
の
権
力
に
依
っ
て
獲
得
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
情
、
テ
テ
シ
ヲ
の
供
給
地
は
、
漢
土
以
外
も
あ
っ

た
か
も
知
れ
な
い
が
、
資
料
は
殆
ん
ど
見
営
b
た
い
。

他
の
一
つ
白
供
給
の
型
と
一
言
う
白
は
、
葡
萄
酒
の
場
合
に
於
け
る
が
如
〈
、
主
と
し
と
貢
献
芳
し
く
は
交
易
に
依
つ
亡
取
得
し
た
も

の
で
あ
る
。
常
時
葡
萄
酒
白
原
産
地
は
大
山
償
問
域
が
主
で
あ
っ
て
、
西
域
か

b
供
給
さ
れ
た
だ
ろ
う
事
は
凡
モ
推
測
さ
れ
る
。
然
し
マ

ル
コ
・
ボ
ー
ロ
は
中
園
白
太
原
府
で
漠
人
達
が
大
hv
に
葡
萄
酒
を
造
り
、
附
涯
え
も
運
び
向
し
て
い
る
と
記
し
て
局
り
、
丘
虎
機
干
ル

プ
ル
グ
も
、
中
園
葡
萄
白
木
む
あ
っ
た
事
を
倖
え
て
い
u
u
o

又
『
肩
書
」
に
は
、
「
蒲
桃
酒
西
域
有
之
、
前
代
或
有
貢
献
、
及
破
高
昌

牧
馬
乱
蒲
桃
宜
、
於
苑
中
種
之
、
井
得
其
酒
法
、
よ
自
損
盆
進
月
酒
成
」
と
あ
り
、
石
田
氏
も
之
士
誌
め
て
居
b
れ
る
o

つ
主
り
、

唐
代
に
於
い
て
葡
萄
酒
が
中
園
て
遣
ら
れ
て
い
た
事
は
間
遣
い
な
い
。
モ
ろ
す
る
と
、
中
園
ど
は
腐
か
ら
宋
・
元
に
か
け
て
葡
萄
酒
が

法
ら
れ
C
い
た
の
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る
。
だ
が
、
唐
末
の
ア
ラ
ビ
ア
商
人
ス
レ
イ
マ

y
は
、
中
国
人
は
、
葡
萄
酒
を
全
く
知
b

な
い
と
一
百
川
、

ζ

れ
を
否
定
し
て
居
る
ロ
絞
っ
て
、
恐
ら
く
、
府
代
に
於
け
る
葡
萄
酒
醸
鎧
は
、
暫
ら
く
し

τ中
だ
る
み
し
た
の
か
、

-

U

 

或
は
禁
中
心
秘
法
と
し
ζ

民
聞
に
惇
わ
b
t仏
か
っ
た
震
か
、
殆
ん
ど
裂
達
し
た
か
フ
た
臼
だ
ろ
う
。
所
が
蒙
古
人
が
中
闘
を
征
服
す
る

頃
に
前
後
し
て
、
再
び
盛
ん
に
な
り
、
中
園
を
征
服
し
た
彼
等
K
モ
れ
が
供
給
さ
れ
る
様
に
た
っ
た
ら
し
い
。
元
の
忽
思
警
の
『
飲
膳

主
要
』
巻
三
に
、

「
葡
朝
酒
、
袋
策
調
中
、
耐
飢
強
志
、
酒
有
数
等
有
西
番
者
、
有
恰
刺
火
者
、
有
平
陽
太
原
者
し
と
あ
り
、
中
園
産



「
其
味
訓
開
示
及
恰
刺
火
者
団
地
酒
最
佳
」
と
あ
る
様
に
、
や
は
り
何
と
一
言
っ
て

問
主
区
民
5
と
ド
産
の
葡
萄
酒
が
最
も
最
良
酒
て
あ
っ
た
ら
し
い
。
己
れ

b
は
い
ず
れ
も
、
モ

y
ゴ
ル
政
権
が
遁
商
路
む
治
安
維
持
者
て
あ
る
と
せ
ら
れ
た
飯
塚
氏
の
目
出
解
か

b
考
え
ら
れ
る
様
に
、
西
方
の
商
業
資
本
の
東
進
と
と

も
に
、
四
番
宇
佐
U

刺
火
白
葡
萄
酒
が
供
給
さ
れ
、
叉
、
南
方
の
治
安
の
維
持
が
確
立
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
中
園
白
葡
萄
酒
が
供
給
さ
れ

る
様
に
と
た
も
の
と
見
て
よ
い
白
で
は
な
か
ろ
う
か
の
笥
闇
董
ず
か
如
何
な
る
商
人
に
も
快
く
資
本
を
重
一
し
酬
と
一
一
日
う
り
も
、
西

方
か
ら
運
ん
で
来
る
珍
b
し
い
果
物
・
僚
香
・
葡
萄
酒
等
を
よ
り
多
く
飲
し
た
需
で
あ
り
、
そ
の
震
に
は
其
の
遁
商
路
の
治
安
も
必
要

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
モ
心
遁
商
路
が
安
全
に
な
れ
ば
た
る
程
、
商
業
に
主
主
有
す
る
西
域
加
の
活
動
は
活
液
に
な
る
n

だ
か
ら
、
と

り
過
程
に
葡
萄
酒
も
彼
等
に
供
給
さ
れ
た
も
臼
と
思
わ
れ
る
。

治
問
、
笠
沼
に
つ
い
て
も
己
の
後
者
の
場
合
に
於
け
る
供
給
方
法
に
依
っ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
粟
酒
は
北
支
那
白
粟
か
ら
造
ヲ

た
寅
酒
心
事
だ
ろ
う
が
、
ル
プ
ル
ク
も
唯
一
ケ
所
て
記
し
て
い
る
だ
け
で
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

白
葡
萄
酒
も
あ
げ
ら
れ
亡
い
る
o

し
か
し
共
D
後
に
、

も
首
時
白
名
産
地
た
る
西
域
白
、
特
に

(9) (8) (7) (6) (5) (4) (3) (2) (1) 

ウ
ラ
ヂ
ミ
ル
ツ
ォ
ヌ
・
前
掲
書
・
三
六
回
頁

ペ巳
Z
Z
R
B
句。一。〈。
-H]ν
回目

リ
ュ
プ
ル
ッ
ク
東
遊
記
・
邦
謬
王
丸
頁

口
y

ュ
プ
ル
ッ
ク
東
選
記
・
邦
課
王
ニ
頁

ηJ

ユ
プ
ル
ッ
ク
東
遊
記
・
邦
課
五
八
頁

イ
己
旬
、
冨
日
S
司。一。〈。]・
H

℃

団

山

南

部
行
呉
「
中
岡
商
業
史
」
一
一
一
四
頁

支
那
民
族
・
第
二
篇
(
村
上
巨
=
)
一
三
七
頁

F
I
ソ
ン
「
蒙
古
史
」
邦
諜
・
第
一
編
第
四
章

蒙
古
民
族
の
祉
骨
組
稗
史
的
一
帯
築

第
七
十
五
巻

第

雄



蒙
古
民
族
の
世
曾
経
済
史
的
一
考
察

第
七
十
五
巻

第
一
焼

帥
世
界
歴
史
士
系
七
‘
東
洋
申
世
史
第
四
篇
一
八

O
頁

ω
長
事
長
人
回
選
記
に
天
山
山
脈
の
東
北
挫
で
時
禾
察
相
勲
、
智
頭
県
水
路
龍
一
耳
々
左
記
し
て
い
る
か
ら
‘
或
は
テ
ラ
シ
ナ
も
遣
っ
た
h
も
知
れ
ぬ
。

問
〉
門
出
。
己
】
f
z
R
E
E
F
〈
O

】
H
・

同

Y
N
U
J吋

川
阿
長
春
異
人
西
逝
記
K
E
南
山
平
地
頗
吾
、
日
良
弟
焦
務
.
醜
蒲
有
魚
沼
、
果
賀
県
中
関
同
lr
あ
ηJ
、
ル
プ
ル
グ
も
(
前
掲
詳
、
一
七
中
h

頁
)

支
那
で
は
葡
萄
を
栽
培
し
始
め
た
と
言
っ
て
い
る
。

ω
石
田
斡
之
助
「
長
安
の
春
L

一
九
五
頁

同
太
平
調
覚
、
春
第
八
百
四
十
四
、
飲
食
部
ニ

M

叫
張
基
胞
「
中
西
交
通
且
料
陸
錆
」
第
四
班
、
一
六
八
一
六
九
頁

帥
新
直
園
志
、
巻
こ
に
、
大
宗
破
高
昌
、
牧
馬
乳
荷
萄
、
種
於
施
中
、
併
得
共
酒
法
、
総
色
芳
香
酷
烈
、
官
時
詩
人
時
者
至
比
之
日
露
現
紫
、
情
禁

中
路
法
、
民
間
無
徒
骨
之
と
あ
る
か

b
、
或
は
ひ
そ
恥
民
法
ワ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
の

制
岩
村
忍
「
豪
古
良
輔
考
L

七
頁

同
開
飯
塚
浩
二
「
世
界
旦
に
於
け
る
東
洋
件
曾
」
其
一
章
入
節

制

ド

I
ソ
ン
「
蒙
古
見
」
郵
語
・
岩
波
版
下
六
六
頁

ω
岩
村
思
「
蒙
古
の
肱
州
連
伍
」
一
王
一
頁

倒
布
施
畑
足
「
イ
ラ
ン
ー
と
支
那
丈
化
」
九
頁

四

て
は
、
こ
れ
ら
の
種
々
の
外
来
泊
が
蒙
古
人

D
手
に
人
っ
て
か

b
、
ど
の
様
に
分
配
さ
れ
消
費
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。

こ
れ
の
考
察
に
営
つ

τは
、
先
づ
官
時
の
祉
曾
経
済
的
構
成
に
つ
い
て
見
る
必
要
が
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
を
簡
単
に
庭
環
ず
る
事
は
却
っ

て
誤
解
を
招
く
恐
れ
も
あ
る
。
だ
が
、
元
の
成
立
は
、
殆
ん
ど
断
え
問
り
な
い
襲
撃
、
掠
奪
、
戦
争
に
依
っ
て
始
ま
っ
て
い
る
。
従
つ



て
、
従
来
の
氏
白
長
・
氏
人
・
奴
隷
か
ら
成
っ
た
諸
氏
族
は
、
戦
時
態
勢
と
し
て
積
々
の
結
合
或
は
分
離
が
必
要
で
あ
っ
た
。
所
が
、

そ
う
す
る
事
は
、
血
縁
関
係
の
純
潔
を
保
と
う
と
す
る
彼
等
の
従
来
か
ら
の
努
力
も
空
し
く
、
次
第
に
、
個
人
主
義
的
遊
牧
経
済
の
土

壌
の
と
に
成
長
し
た
ス
テ
ッ
プ
氏
族
的
族
制
の
形
成
と
な
っ
た
o

し
か
も
、
こ
の
過
程
乃
至
は
こ
の
護
展
は
、
ネ
ケ
ル
の
出
即
等
に
依

っ
て
、
氏
族
制
の
分
解
を
早
め
、
未
熟
在
、
特
種
な
型
て
は
あ
る
が
、
そ
己
に
は
封
建
諸
関
係
が
芽
生
え
て
く
る
U

例
え
ば
、
家
高
等

の
持
主
が
領
主
て
は
た
く

τ
一
般
の
蒙
古
人
達
心
私
有
物
と
な
VJ
、
己
の
一
般
の
古
一
部
古
人
遣
が
き
空
に
地
酒
供
給
の
所
て
誼
ベ
た
様
K
、

領
主
に
射
し
て
現
物
税
を
納
め
、
こ
れ
等
に
依
つ

τ領
主
の
生
活
を
支
え
た
。
従
っ
て
、
ウ
ラ
ヂ
ミ
ル
ツ
オ
フ
も
、
営
時
の
統
一
さ
れ

た
蒙
古
祉
舎
を
封
建
制
と
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
遊
牧
枇
舎
で
あ
る
か

b
一
般
白
蒙
古
人
は
、
領
主
の
指
園
の
ま
ま
に
遊
牧
し
な

け
れ
ば
在
ら
な
い
か
卵
、
農
耕
祉
曾
の
場
合
と
は
同
づ
か
ら
具
っ
た
も
の
で
あ
る
事
は
注
意
し
な
け
れ
ば
↓
な
ら
な
い
o

勿
論
、
封
建
祉

曾
え
の
移
行
は
緩
慢
で
あ
っ
た
が
、
元
の
成
立
期
と
言
え
ば
、
大
館
こ
白
封
建
祉
曾
え
の
緩
慢
な
移
行
期
に
営
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

従
っ
て
、
ま
だ
貴
族
社
舎
の
名
残
り
も
眠
い
営
時
に
於
い
て
、
外
旅
酒
、
例
え
ば
葡
萄
酒
の
分
間
も
、
や
は

p
、
非
常
に
貴
探
的
在
性

格
を
時
間
し
℃
い
る
と
言
え
よ
う
。
さ
き
に
引
用
の
t

た
ま
た
ま
蒙
普
か
ら
頂
い
た
葡
萄
酒
に
関
し
て
、
ル
プ
ル
ク
は
、
非
常
に
歓
し
が

っ
て
集
つ

τく
る
蒙
古
人
に
封
し
て
、
其
の
後
て
奥
え
た
と
も
奥
え
な
か
っ
た
と
も
言
は
な
い
で
、
と
に
か
く
寄
り
集
っ
て
く
る
蓮
中
が

う
る
さ
h
か
b
、
葡
萄
酒
を
頂
〈
嘉
は
却
っ
て
迷
惑
だ
と
つ
け
加
え
て
h
る
。
府
間
、
他
て
も
ル
プ
ル
グ
は
、
備
萄
泊
に
閲
し
て
多
く
の

記
事
を
暴
げ
て
円
る
が
、
そ
れ
等
は
い
ず
れ
も
、
使
者
等
に
釘
隠
し
た
時
の
こ
と
て
、

一
般
の
蒙
古
人
に
分
配
し
た
事
な
ど
に
関
す
る

何
白
記
事
も
か
か
げ
て
い
な
い
0

4

人
、
一
元
代
の
類
害
た
る
「
事
女
類
来
翰
墨
金
書
』
・
『
事
林
庚
記
』
・
『
局
家
心
用
事
類
全
集
』
等
の

飲
食
門
に
於
い
て
さ
え
も
、
全
〈
備
萄
榔
に
闘
す
る
記
事
は
見
出
き
れ
な
い
。
従
っ
て
、
葡
省
酒
は
元
り
成
立
期
か
ら
元
代
に
か
け
て
、

大
間
一
般
の
蒙
古
人
に
分
配
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
所
が
其
の
反
画
、
例
え
ば
、

『
元
史
』
世
阻
の
紀
、
至
一
克
十
三
一
年
九

家
古
民
族
り
佐
官
経
漕
史
的
一
考
察

第
七
十
五
巻

軍

強



家
古
民
族
心
批
合
経
神
史
的
一
考
察

第

t
十
五
巻

四

第

部

四

月
己
亥
の
僚
げ
い
は
、
「
享
干
太
廟
常
僕
外
、
錠
野
家
、
鹿
、
羊
、
蒲
萄
酒
L

と
あ
り
、
叉
、
至
元
二
十
八
年
目
僚
に
は
、
「
宮
城
中
、
建

蒲
萄
酒
室
」
と
あ
る
。
己
れ
は
、
首
時
、
葡
錆
酒
は
非
常
に
珍
重
た
も
白
と
さ
れ

τ
い
た
が

b
も
、
貴
族
乃
至
は
領
主
白
消
費
が
次
第

に
増
加
し
て
い
百
た
事
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
モ
う
す
る
と
、
葡
萄
酒
は
殆
ん
ど
一
般
の
蒙
古
人
に
分
配
さ
れ
な
い
で
、
大
関
貴
族

乃
至
は
領
主
建
だ
け
に
あ
て
が
わ
れ
た
事
が
わ
か
る
Q

向
、
モ
の
他
の
外
来
泊
に
於
い
て
も
、
多
分
に
英
の
傾
向
が
あ
ワ
た
り
J

し
は
な
か
ろ
う
か
。
尤
も
、
テ
ラ
シ
ナ
心
如
き
は
、
営
昨
の

前
後
を
遁
じ
て
、
借
萄
回
程
に
は
珍
重
腕
さ
れ
て
い
左
い
か
b
、
掠
奪
等
の
時
に
は
、
或
は
戟
功
あ
っ
た
ネ
グ
ル
還
を
中
心
と
し
ず

τ

多
少
は
一
般
D
蒙
古
人
に
も
分
間
即
さ
れ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、

W
ノ
ラ
デ
ミ
ル
ツ
司
フ
は
、
元
D
成
立
期
に
於
け
る
一
般
白
蒙
古
人
心
暮

b
し
が
非
常
に
貧
し
く
て
、
生
活
必
需
品
以
外
の
何
物
を
も
欲
す
る
程
の
徐
裕
の
な
か
っ
た
事
を
指
摘
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
恐

b
p
¥

テ
ラ
シ
ナ
等
の
外
来
酒
も
、
一
般
心
蒙
百
人
に
は
殆
ん
ど
分
配
さ
れ
て
い
た
か
っ
た
も
の
と
見
る
方
が
安
官
て
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
う
す
る
と
、
種
々
白
外
旅
酒
が
次
第
に
増
大
し
た

ι一
言
っ
て
も
、
モ
れ
は
、
貴
族
乃
至
は
領
主
蓬
に
蛍
て
は
ま
る
だ
け
て
、

の
蒙
古
人
達
に
劃
し
て
は
、
殆
l
N
ど
其
の
影
響
が
な
か
っ
た
事
に
な
る
。
と
言
う
事
は
、
つ
ま
り
、
外
来
酒
の
殆
ん
ど
を
貴
族
乃
当
は

領
主
遣
に
依
フ
て
搾
取
さ
れ
た
事
に
他
社
ら
な
い
。
従
っ
て
、
元
の
成
立
期
に
於
い
て
外
来
酒
が
次
第
に
増
加
す
れ
ば
増
加
す
る
程
、

酒
白
消
費
の
面
に
お
い
て
階
級
聞
の
優
劣
の
差
を
は
じ
め
、
貧
富
の
差
が
次
第
に
大
き
く
た
り
、
賞
族
乃
至
は
領
主
連
が
美
味
し
い
葡 般

萄
酒
申
、
蜜
酒
を
の
ん
で
、
或
は
さ
き
に
も
引
用
し
た
、

『
元
史
太
宗
紀
』
平
、
各
百
四
十
六
の
『
耶
律
楚
材
惇
』
に
あ
る
様
に
燭
酔
し

一
般
の
蒙
古
人
遣
は
、
や
は
り
、
従
来
の
獣
乳
沼
白
み
に
甘
ん
じ
た
け
れ
ば
な
ら
な
か
か
っ
た
。
首
然
主
と
に
は
、

か
れ
ら
の
聞
に
不
満
が
生
じ
た
こ
と
が
推
恕
さ
れ
よ
う
u

し
か
し
、
外
旅
泊
を
得
る
震
に
は
、
先
づ
支
配
的
在
地
位
に
つ
か
注
げ
れ
ば

た
b
た
い
。
だ
か

b
、
ウ
ラ
デ
ミ
ケ
ル
ォ
フ
も
停
え
て
い
る
様
に
、
外
旅
酒
な
ど
の
珍
重
物
白
分
配
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
濯
が
、
よ

℃
い
る
の
に
封
し
、



h
p
支
配
的
な
地
位
に
就
こ
う
と
し
亡
、
互
い
に
闘
争
し
た
。

ω
ウ
ラ
ヂ
ミ
ル
ツ
ォ
ア
・
前
掲
害
・
一
一
七
頁

倒
ウ
ヲ
ヂ
ミ
ル
ツ
オ
フ
・
前
掲
書
・
一
七

O
頁

ω
ネ
ケ
ル
と
は
主
君

l
ノ
ヤ
ン
の
臣
下
で
も
な
〈
、
傭
人
で
も
な
〈
『
適
法
の
』
主
君
4

と
な
っ
た
首
領
忙
封

L
、
外
国
で
の
獲
物
中
美
し
い
痕
平
良

馬
を
献
ず
る
義
務
の
彰
る
自
由
な
戦
士
で
、
首
領
か
ら
采
領
中
目
一
定
数
の
選
牧
ア
イ
ル
を
得
、
自
ら
其
の
統
拍
者
と
な
っ
た
。
(
ウ
ラ
ヂ
ミ
ル
ツ

す
フ
・
前
掲
寄
・
ご

0
0
|
ニ
三
九
頁
)

ω
ウ
ラ
ヂ
E

A
ツ
オ
フ
・
前
掲
害
・
二
六
一
ニ
瓦

切
ウ
一
フ
ヂ
ミ
外
ツ
ォ
ア
・
前
掲
書
・
三
五
六
頁

ω
ウ
ラ
ヂ
ミ
ル
ツ

f
ノ
・
前
掲
書
・
二
六
回
頁

肘

F
ュ
プ
ル
ッ
グ
京
世
記
・
邦
謹
一
八
四
頁

同
岩
村
忍
「
蒙
古
且
雑
考
」
大
頁

ω
チ
シ
ギ
ス
・
ハ
ガ
ン
は
軍
律
を
公
布
し
、
『
散
人
に
勝
っ
た
な

b
財
貨
の
所
に
立
寄
っ
て
食
つ
て
は
な

b
由
c

勝
ヲ
て
了
ヲ
た
な

b
ば
其
の
財
貨

は
我
々
の
も
の
で
あ
る
ぞ
。
我
々
は
和
互
に
分
配
す
る
の
だ
。
』
と
言
ワ
て
居
る
。
(
蒙
古
白
阻
史
・
前
損
害
・
一
二

C
頁
)

川
仰
ウ
ラ
ヂ
ミ
ル
ツ
ォ
ア
・
前
掲
書
・
一
九
四
頁

ω
入
活
だ
け
の
分
間
を
得
ょ
う
唱
と
し
た
の
で
は
な
い
が
、
と
に
か
〈
怖
で
も
よ
り
多
く
の
分
配
を
得
ょ
う
と
し
て
互
に
草
っ
た
。
ウ
ラ
ヂ
ミ
ル
ツ
す

フ
・
前
掲
書
・
一
六
九
頁五

外
来
酒
の
不
平
等
在
分
配
は
、
消
費
沼
を
階
級
別
的
な
も
白
に
す
る
傾
向
が
あ
ワ
た
と
は
言
え
、
資
料
は
、
紋
等
が
一
絡
に
酒
を
用
/

い
る
事
に
づ
い
て
白
も
白
が
多
い
。
例
え
ば
、
ル
プ
ル
タ
は
、
彼
等
が
集
っ
て
酒
を
飲
む
時
の
事
を
偉
え
て
、
先
づ
始
め
に
主
人
の
頭

三
五

家
古
民
放
の
紅
合
経
済
史
的
一
考
察

第
七
十
五
巻

第

民

五



家
古
民
茨
の
社
合
経
稗
庇
的
一
考
察

第
七
十
五
各

ムノ、

買事

鵠

ムノ、

上
の
像
に
酒
を
そ
そ
ぎ
、
順
々
に
他
の
像
に
沼
を
モ
モ
ぎ
か
け
た
後
ゼ
、
下
僕
が
た
み
な
み
と
酒
を
た
た
え
た
椀
を
も
っ
て
外
に
出
て
、

膝
士
曲
げ
て
一
一
一
度
組
奔
し
在
が
ら
円
一
度
酒
を
こ
ぼ
し
て
、
火
心
砕
え
の
鵡
拝
を
た
し
、
次
に
東
心
空
気
心
神
に
向
っ
て
同
じ
こ
と
を
し
、

西
白
水
の
紳
に
向
っ
て
も
同
じ
こ
と
を
し
ま
す
。
モ
し
て
最
後
に
、
北
に
向
づ
て
酒
を
モ
モ
ぎ
ま
す
が
、
こ
れ
は
死
人
心
霊
を
拝
む
の

ぞ
す
。
主
人
が
酒
の
椀
士
取
り
上
げ
て
飲
む
時
は
、
は
じ
め
少
し
ば
か
り
椀
を
傾
け
て
N

地
上
に
己
ぽ
し
、
若
し
、
そ
れ
が
馬
上
て
あ

づ
た

b
馬
白
首
に
こ
ぼ
し
ま
す
。
下
男
が
屋
外
に
酒
を
こ
ぼ
し
て
闘
っ
て
く
る
と
、
二
人
の
下
男
が
別
々
の
命
椀
心
潤
む
を
心
せ
て
、

主
人
と
主
婦
に
す
す
め
ま
す
。
若
し
、
主
人
が
数
名
の
夫
人
を
持
っ
て
い
る
場
合
は
云
々
す
る
と
言
っ
て
い
か
。
己
れ
は
、
主
人
を
中

心
と
し
て
酒
を
用
い
る
場
合
に
つ
い
て
示
し
た
も
り
で
あ
る
。

こ
の
様
に
、
酒
を
用
い
る
場
合
陀
儀
撞
ら
し

ρ
も
の
が
附
随
し
た
事
に
つ
い
て
は
、
者
料
。
殆
ん
ど
に
共
遁
し
て
い
る
。
例
え
ば
蒙

古
の
印
刷
史
に
は
、
嫁
た
ち
に
嫁
と
し
て
の
踏
を
行
わ
せ
、
酒
肢
を
し
、
馬
頭
琴
を
明
か
せ
、
査
を
取
っ
て
記
っ
た
と
あ
h

円
、
「
新
元
史

容
八
十
一
、
税
志
一
、
郊
杷
よ
』
に
は
、
「
(
憲
注
目
〕
七
年
位
陣
於
軍
悩
見
、
漉
馬
乳
祭
天
」
と
あ
り
、
既
に
遺
ベ
た
様
に
、
蛍
時
、
馬

乳
酒
は
儀
雄
用
の
必
需
物
で
あ
っ
た
所
か
ら
も
、
モ
れ
は
、
酒
と
職
と
が
全
く
密
接
不
敵
の
関
係
に
お
か
れ
て
い
た
向
に
遣
い
左
い
。

て
は
、
己
の
酒
を
用
い
る
白
に
コ
い
ζ

、
沼
と
密
接
不
離
心
開
係
k
b
か
れ
た
と
言
え
る
儀
躍
と
は
、
如
何
な
る
も
白
で
あ
っ
た
か
。

そ
れ
は
、
さ
き
の
ル
プ
ル
ク
の
惇
え
る
所
の
飲
む
前
白
儀
頑
に
し
て
も
、

『
新
元
史
容
八
十
一
、
雄
志
一
、
郊
杷
よ
』
白
場
合
に
於
い

τも
、
叉
、
共
の
他
、

『
一
元
史
』
巻
七
十
二
以
下
心
、
祭
記
の
僚
に
於
げ
る
多
く
白
儀
穫
も
、
結
局
、
シ
ヤ
T

-

一
ズ
ム
乃
至
は
ず
ヤ
マ

ユ
ー
ム
か
ら
生
じ
た
儀
雄
と
言
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
乃
至
は
シ
ヤ
Y

一
一
ズ
ム
か
ら
f

生
じ
た
儀
雄
と
は
、
如
何
な
る
性
格
白
も
の
そ
あ
っ
た
か
。
少
く
と
も
首

時
に
於
円
て
は
、
そ
れ
は
、
例
え
ば
『
-
一
ん
史
巻
市
]
十
七
、
祭
杷
六
、
岡
裕
奮
箇
』
に
、

「
再
奔
告
天
、
又
呼
太
組
成
吉
思
御
名
、
而
腕



之
目
、
托
天
皇
帝
時
蔭
、
年
年
祭
婆
者
、
税
畢
一
耳
々
」
と
あ
る
様
に
、

の
が
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
ド
ソ
ン
も
侍
え
て
い
る
様
に
、

『
土
地
の
主
』
な
る
観
念
は
、
現
存
す
る
領
主
に
も
連
た
る
も

一
般
の
蒙
古
人
は
誰
も
、
部
長
白
梅
カ
を
無
限

ω
も

ω
と
し
て
曾
敬
し
た

の
に
不
思
議
は
な
い
。
づ
ま
り
、
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
は
、
モ
己
迄
政
治
の
中
に
と
け
込
ん
で
い
た
の
で
あ
り
、
紳
穫
と
政
椿
と
が
密
接
な

関
係
に
沿
か
れ
て
い

h
事
を
示
し
た
も
り
と
言
え
よ
う
。
こ
う
言
う
黙
か
ら
、
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
乃
至
は
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
か
ら
生
じ
た
種

々
の
儀
西
町
は
、
営
時
の
政
機
を
確
立
・
維
持
す
る
痛
の
も
の
と
、
相
遁
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
も
む
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
も
、
そ
れ
は
、
祭
一
耐
に
於
け
る
だ
け
の
問
題
て
は
な
え
、
さ
き
の
ル
プ
ル
グ
の
引
用
に
依
ワ
て
も
わ
か
る
様
に
、
出
掛

ω
主
人
を

中
心
に
酒
を
用
い
る
場
合
に
も
、
こ
の
政
擦
を
確
立
・
維
持
す
る
震
の
も
の
と
相
通
ず
る
儀
瞳
が
、
必
ず
附
随
し
た
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、

政
権
を
惟
立
・
維
持
す
る
震
の
も
の
と
相
通
ず
る
儀
躍
が
、
庚
く
深
く
す
べ
て
の
蒙
古
人
の
間
に
普
及
し
て
い
た
事
を
示
し
た
も
山
と

見
て
よ
い
よ
う
て
あ
る
。

と
う
見

τ来
る
と
、
一
方
て
は
、
外
来
酒
の
増
加
に
し
た
が
っ
て
、
貴
族
乃
至
は
領
主
連

ω消
費
す
る
酒

ω量
的
機
一
化
や
質
的
愛
化

に
と
も
た
い
、
貴
族
乃
至
は
領
主
連
の
消
費
す
る
泊
と
、
一
般
の
蒙
古
人
遣
の
消
費
す
る
酒
と
の
問
に
沿
い
て
、
貧
富
山
差

ω増
大
が

見
b
れ
、
他
方
て
は
、
そ
れ

b
の
消
費
過
程
に
於
W
て
、
政
権
を
確
玄
・
維
持
す
る
震

ω儀
躍
が
必
ず
附
随
し
て
い
た
事
が
わ
か
る
。

所
が
と
う
言
う
現
象
は
、
営
時
の
家
畜
の
増
机
、
つ
ま
り
、
官
時
心
生
産
力
り
増
加
に
封
す
る
蒙
占
前
官
白
内
部
的
矛
盾
の
あ
b
わ
れ

で
は
な
か
ろ
う
か
。

中
ん
も
、
沼
の
問
題
だ
け
を
と
ら
え
て
、
一
冗
の
成
立
期
に
於
け
る
家
古
位
曾
り
内
部
的
矛
盾
が
、
完
全
に
考
察
出
来
る
も
の
て
も
な
く
、

又
、
酒
の
問
題
白
考
察
だ
け
に
蒙
古
世
帯
聞
の
内
部
的
矛
盾
が
う
か
が
わ
れ
る
も
の
て
も
な
か
ろ
う
。
蒙
出
紅
曾
の
内
部
的
矛
盾
を
完
全

に
見
き
わ
め
る
震
に
は
、
-
旬
、
あ
b
ゆ
る
部
門
の
考
祭
を
な
し
、
更
に
検
討
し
た
け
れ
ば
た
b
た
い
が
、
そ
れ
は
今
後
の
研
究
に
ま
つ

家
古
民
族
の
拡
舎
経
済
史
的
一
幸
祭

第
七
十
五
軒

七

第

5車

4と



蒙
古
民
族
四
位
骨
組
稗
史
的
一
考
察

と
し
て
、
此
白
小
稿
を
結
び
た
い
。

(6) (5) (4) (3) (2) (1) 

第
士
十
五
春

J又

第

盟

J、

u
J
ユ
プ
ル
ッ
ク
東
選
記
・
邦
謹
五
一
一
頁

家
古
の
郡
且
・
前
掲
問
書
・
一
七

O
頁

昔
か
ら
諮
散
食
と
接
間
ム
」
躍
の
関
係
自
極
め
て
軒
接
な
事
は
、
ど
乙
で
も
大
槌
共
通
し
て
い
る
(
山
崎
吉
治
・
前
掲
同
書
・
一
二
八
貰
)

ド

1
ソ
ン
「
蒙
古
虫
」
邦
語
・
岩
波
版
上
六
四
頁

F

・
グ
ル

1
ナ
ル
・
前
掲
書
・
八
八
一
一
六
頁

ウ
ラ
ヂ
ミ
ル
ツ
す
フ
・
前
掲
同
書
・
九
三

l
九
四
頁
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紹

介
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積

文
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藤

幸

伊
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大
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輝

推

京
都
大
島
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授

京
都
大
閥
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恩
院
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墜
生

京
都
大
島
大
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院
特
別
奨
島
生

京
都
大
阜
大
陸
院
車
生




